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研究成果の概要（和文）：本研究は、織田信長の家臣太田牛一が著述した『信長記』（別称「信

長公記」「原本信長記」「安土記」など）自筆本・写本の史料学的検討を目的とした。国内各所

蔵機関に伝来している『信長記』を調査し、その一覧表を作成するとともに、史料編纂所にお

いて未撮影の写真による撮影・紙焼写真購入を進め、それらをもとに内容を検討し書写伝来の

系統を明らかにした。これらの成果は、研究代表者金子の単著『織田信長という歴史』、連携研

究者堀新が編者となり、研究協力者桐野作人・矢部健太郎・和田裕弘が寄稿した『信長公記を

読む』、研究協力者杉崎友美の論文「「信長記」の筆跡論」などとして公表した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is examine from a view of the historical source science of original 

handwritten version and transcribe of ' Shinchô-ki '. We investigated ' Shinchô-ki ' introduced various 

place, and made its table. We took a picture of the historical materials of which the Historiographical 

Institute had not taken a picture yet, and bought the printing photograph. Next, we examined the content 

of ' Shinchô-ki ' based on collected materials, and clarified the connection of the copy. These study 

results were announced as a book that the research member had written. 
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１．研究開始当初の背景 

 
織田信長に仕えた太田牛一が記した『信長

記』には、牛一自身が別々の時期に認めた自

筆本が数種存在し、また各段階の自筆本を筆
写した写本が複数存在する。しかしながらそ
れらに基づく総合的なテキスト研究、諸本系
統の分類、成立の経緯、伝来の過程などの本
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格的研究は十分なされていなかった。 
 

２．研究の目的 

 

①諸本系統の分類、自筆本成立の経緯、書写
伝来の過程などについて、自筆本・写本の所
蔵者・所蔵機関におもむいて写真撮影し、代
表者の所属する史料編纂所図書閲覧室を通
してそれらの複製を閲覧に供する。 

②原本調査を通して、それらの背後にある政
治状況や著者・筆写者の歴史認識のあり方な
どを踏まえながら、その成立や書写伝来の経
緯などを検討し、定本的な翻刻テキストの刊
行の実現に向け、基礎作業と研究条件の整備
をおこなう。 

 

３．研究の方法 

 
国内各所蔵機関・個人が所有する原本・写

本を調査、撮影し、テキスト検討および料
紙・装訂などを分析することにより、自筆本
の成立過程および書写伝来系統を明らかに
する。 

 
４．研究成果 
 
本研究による諸本調査により、現段階で伝

本が約八十にのぼることが明らかになった。
これらをリスト化するとともに、諸本の系統
分類および書写伝来の関係を推測し、これら
を代表者の単著としてまとめた。 

また『信長記』に限らず、著者太田牛一の
他の著書の自筆本も調査範囲に含めること
により、一人の著者が書物を作成するときの
料紙の使い方、書物の装訂方法などを明らか
にすることができた。 
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